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一般質問（要旨）

院内助産所の開設など産科医療の
再開が望まれる県立中央病院

ミズヒマワリが繁殖する新利根川

日本を牽引し世界に貢献できる首都圏に

　すべての一般質問の内容は、県議会

ホームページの「録画中継映像」や「会

議録検索システム」（２月中旬頃に掲載

されます。）でご覧いただけます。

　平成20年第４回定例県議会は、概ね以
下の会期日程で開催されました。

■12月３日(水) 本 会 議
　開会後、議案が上程され、知事から
提案理由の説明が行われました。

■12月8日(月)・9日(火) 本 会 議
　議員６名が県政の諸課題について質
問を行いました。

■12月10日(水) 常 任 委 員 会
　付託された議案などの審査を行いま
した。

■12月17日(水) 予算特別委員会
　付託された予算関係の議案などを審
査しました。

■12月18日(木) 本 会 議
　議案などの採決などを行い、閉会し
ました。

議
員
（
自
民
）　

産
科
医
不
足
で
県

内
で
も
診
療
休
止
が
相
次
い
で
い
る
。

県
立
中
央
病
院
に
少
数
の
産
科
医
で

も
対
応
で
き
る
「
院
内
助
産
所
」
を

開
設
し
、
産
科
医
療
を
再
開
す
る
こ

と
が
重
要
な
政
策
医
療
と
考
え
る
が
。

病
院
事
業
管
理
者  

周
産
期
医
療
体

制
崩
壊
の
危
機
は
深
刻
な
状
況
に
あ

り
、
一
定
の
産
科
医
の
確
保
を
し
た

上
で
開
設
で
き
る
体
制
整
備
も
必
要

と
判
断
し
、
検
討
を
開
始
し
た
。

議
員　

友
部
病
院
改
築
に
あ
た
っ
て

目
指
す
べ
き
方
向
性
と
診
療
機
能
の

考
え
方
を
伺
う
。
ま
た
県
産
石
材
と

笠
間
焼
を
採
り
入
れ
る
と
と
も
に
、

旧
筑
波
海
軍
航
空
隊
の
跡
地
で
あ
る

こ
と
か
ら
歴
史
的
財
産
を
保
存
す
べ

き
。
県
産
木
材
を
活
用
し
、
一
般
県

民
も
利
用
で
き
、
患
者
に
も
や
さ
し

い
木
造
施
設
の
建
設
も
提
案
す
る
。

病
院
事
業
管
理
者　

精
神
科
救
急
・

児
童
思
春
期
医
療
・
薬
物
中
毒
医
療
・

身
体
合
併
症
な
ど
の
政
策
医
療
の
充

実
、
専
門
的
人
材
の
育
成
な
ど
精
神

科
医
療
ニ
ー
ズ
に
で
き
る
限
り
広
く

対
応
を
目
指
す
。
県
産
石
材
と
笠
間

焼
は
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
る
。
歴

史
的
財
産
な
ど
は
保
存
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
思
春
期
デ
イ
ケ
ア
棟
は
県
産

材
で
木
造
施
設
を
新
設
す
る
。

（
ほ
か
に
、
県
立
中
央
病
院
の
救
急

医
療
へ
の
取
り
組
み
、
茨
城
中
央
工

業
団
地
笠
間
地
区
へ
の
イ
オ
ン
進
出

見
通
し
と
今
後
の
整
備
な
ど
も
質
問
）

議
員
（
自
民
）
来
年
度
中
を
目
処
に

地
方
が
自
ら
策
定
す
る
「
広
域
地
方

計
画
」
は
、
今
後
の
国
土
づ
く
り
に

非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
策

定
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
個
々
の

地
域
が
発
展
す
る
よ
う
な
視
点
と
、

県
民
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
展
望
が

必
要
。
首
都
圏
の
広
域
地
方
計
画
策

定
の
協
議
会
会
長
で
あ
る
橋
本
知
事

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
政
治
手
腕
が

求
め
ら
れ
る
が
、
考
え
を
伺
う
。

知
事　

首
都
圏
が
日
本
を
牽
引
し
、

世
界
の
中
で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
国
際
競
争
力

の
強
化
や
安
全
安
心
の
確
保
、
良
好

な
環
境
づ
く
り
等
に
つ
な
が
る
地
域

戦
略
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

本
県
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

者
が
出
る
な
ど
科
学
技
術
立
県
と
し

て
本
県
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

科
学
技
術
の
進
展
を
担
う
人
材
の
育

成
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

教
育
長　

県
内
に
集
積
す
る
研
究
機

関
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
各
種

事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
次
代
を

担
う
児
童
生
徒
の
理
数
や
科
学
技
術

に
対
す
る
興
味
関
心
を
喚
起
し
、
そ

の
意
欲
や
能
力
を
高
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
森
林
湖
沼
環
境
税
活
用

事
業
の
積
極
的
Ｐ
Ｒ
、
災
害
時
へ
の

対
応
、
都
市
計
画
道
路
土
浦
新
治
線

の
整
備
見
通
し
な
ど
も
質
問
）

議
員
（
自
民
）　

新
利
根
川
の
ほ
ぼ
全

域
に
特
定
外
来
生
物
※
の
水
生
植
物

ミ
ズ
ヒ
マ
ワ
リ
が
繁
殖
し
、
こ
の
ま

ま
放
置
す
れ
ば
用
水
機
場
の
ポ
ン
プ

が
詰
ま
る
な
ど
被
害
が
予
想
さ
れ
る
。

繁
殖
が
県
全
域
に
広
が
る
前
に
駆
除

す
る
こ
と
が
重
要
だ
が
、
対
策
は
。

生
活
環
境
部
長　

今
後
被
害
発
生
も

考
え
ら
れ
る
の
で
防
除
対
策
を
講
ず

る
必
要
が
あ
る
。
植
物
の
専
門
家
な

ど
に
よ
る
対
策
連
絡
会
議
を
設
置
し
、

効
果
的
な
駆
除
方
法
を
調
査
検
討
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
や
他
県
の
駆
除

実
例
を
参
考
に
し
て
県
庁
各
部
及
び

地
元
三
市
町
と
連
携
し
て
駆
除
体
制

を
速
や
か
に
整
え
て
い
く
。

議
員　

藤
代
駅
周
辺
は
Ｊ
Ｒ
に
よ
っ

て
市
街
地
が
南
北
に
分
断
さ
れ
、
特

に
大
型
車
の
往
来
に
は
不
自
由
し
て

い
る
。
駅
南
口
区
画
整
理
事
業
地
と

国
道
六
号
の
ア
ク
セ
ス
確
保
が
重
要

な
課
題
で
あ
る
が
、
南
北
市
街
地
を

結
ぶ
跨
線
橋
を
含
ん
だ
都
市
計
画
道

路
の
整
備
見
通
し
は
。

土
木
部
長　

常
磐
線
を
橋
梁
で
跨
ぐ

四
百
八
十
メ
ー
ト
ル
を
最
後
の
区
間

と
し
て
整
備
し
て
お
り
、
完
成
す
れ

ば
南
北
が
円
滑
に
結
ば
れ
る
。
昨
年

度
か
ら
橋
脚
の
工
事
な
ど
を
進
め
、

平
成
二
十
三
年
度
の
供
用
を
目
指
し

て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
小
貝
川
下
流
部
及
び
谷

田
川
の
治
水
対
策
な
ど
も
質
問
）

常
井　

洋
治

（
自
由
民
主
党
）

小
林　

靖
男

（
自
由
民
主
党
）

伊
沢　

勝
徳

（
自
由
民
主
党
）

半
村　
　

登

（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

鈴
木　

亮
寛

（
自
由
民
主
党
）

小
田
木
真
代

（
自
由
民
主
党
）

●
質
問
者

  県議会ホームページ

  http://www.pref.ibaraki.jp/gikai/

■12月12日(金) 本 会 議
　各常任委員会委員長から審査の経過
並びに結果を報告しました。その後、
先決議案を採決しました。

■12月15日(月) 決算特別委員会
　付託された公営企業会計決算、一般
会計及び特別会計歳入歳出決算の認定
について審査しました。

■12月16日(火) 調査特別委員会
　安心できる食の確保や提供等に関す
る調査特別委員会を開催し、調査を行
いました。

お知らせ

※【特定外来生物】…海外起源の外来生物で、生態系、人の生命・身体、農林水産業へ被害を及ぼすもの、又は及ぼすおそれがあるものから指定される。ことば

第4 回定例会の
主な日程県

立
中
央
病
院
に「
院
内
助
産
所
」の
開
設
を

一
定
の
産
科
医
を
確
保
し
た
上
で
の
開
設
を
検
討
開
始

首
都
圏
計
画
策
定
へ
の
考
え
は

日
本
を
牽
引
し
世
界
に
貢
献
で
き
る
首
都
圏
に

特
定
外
来
生
物
「
ミ
ズ
ヒ
マ
ワ
リ
」
対
策
は

駆
除
体
制
を
速
や
か
に
整
え
て
い
く


